
（様式第４号） 史跡整備実施計画検討委員会 会議概要

１ 審議会名 史跡上田城跡整備実施計画検討委員会

２ 日 時 平成２６年１０月３日 午後１時３０分から午後５時３０分まで

３ 会 場 上田市教育委員会 やぐら下庁舎 ２階第一会議室

４ 出 席 者 渡邉定夫委員長、川上元副委員長、栗村道子委員、五味盛重委員、西和夫委員、

平井聖委員、三浦正幸委員、三井圭司委員、吉田博宣委員、県教委

５ 市側出席者 事務局（教育長、文化振興課長、政策企画課長、都市計画課長、公園緑地課長、

博物館長、観光課長（代理）、文化財保護係長、公園緑地担当係長、文化財保護係

２名、公園緑地担当係１名

６ 公開・非公開等の別 公開 ・ 一部公開 ・ 非公開

７ 傍聴者 ０人 記者 ２人

８ 会議概要作成年月日 ２６年１０月９日

協 議 事 項 等

１ 開 会（文化振興課長）

２ あいさつ（教育長）

３ 協議事項

（１） 議題の概要（事務局からの説明）

① 市民会館の廃止と武者溜りの整備について（資料１）

・解体時期について

・跡地の整備について

・二の丸東虎口の整備について（山本鼎記念館の後利用について）

② 招魂社境内地一部公有化の進ちょく状況について（資料２）

③ 北駐車場整備計画について（資料３）

・駐車場の造成範囲について

・市営プール等の廃止に伴う跡地整備について

④ 櫓復元整備事業に係る３櫓詳細調査について（資料４）

・平成 25 年度に実施した西櫓調査の結果について

・今年度実施予定の調査について

⑤ 本丸及び二の丸のバリアフリー化について

・舗装工事の進ちょく状況について

・今年度施工区間について

・既存トイレの改築について

⑥ 本丸堀の法面浸食防止工事について

⑦ 櫓の一般公開に係る変更事項について

⑧ その他

・上田城跡古写真の新資料について

（２） 協議概要（議題に対しての質疑応答）

○ 議題①について

（委 員）山本鼎記念館の後利用について、博物館別館とするとのことだが、集客を考えると２階

に展示を集約するのではなく、１階にも展示スペースを設けるべきではないか。

（委 員）建物の制約もあり、資料１のような展示計画になったことも理解できる。

（委 員）真田氏だけではなく、仙石氏や松平氏の資料を展示することも必要である。

（博物館）展示計画については今後も検討し、公開に向けて準備をしていきたい。

○ 議題②について

（委 員）玉垣の移転が補償対象物件となっているが、現状の玉垣の量では新たな土地境界線上全

てに設置することはできないのではないか。また、玉垣を移転設置するのはよいが、公



園の中であり、境内（参道）を横断できる出入口も必要と考える。

（事務局）玉垣を設置できない部分は生垣等の設置を招魂社とも協議したい。また、出入口の設置

については、関係者と協議のうえ判断したい。

（委員長）監視カメラ等の防犯設備が不十分であるので、設置について関係者で協議して欲しい。

（事務局）招魂社、公園管理部局とともに協議していきたい。

○ 議題③について

（委 員）プール跡地も遺構の平面表示を北駐車場と一連の整備として実施するようだが、活用方

法はどのように考えているか。

（事務局）多目的広場として位置づけている。ただし、大河ドラマ放映期間や千本桜まつり等、北

駐車場だけでは対応できない場合には、車の乗り入れを認め、駐車スペースとして利用

したい。通常時はカラーコーン等で車の乗り入れを防止する措置をとる。

（委員長）通常時にはイベント広場や来園者が自由に使えるスペースとして活用して欲しい。

○ 議題④について

（委 員）西櫓の位置・構造は全国的に見てもめずらしいものであり、ぜひ詳細な調査を実施して

欲しい。

（事務局）現在、調査委託業者を選定中であり、櫓の冬季休館中に実施することで進めている。

（委員長）期間が短いが、拙速な調査にならないよう要望したい。

○ 議題⑤について

（委 員）史跡であり、地面を深く掘れないのは理解できるが、路盤工の深さはどれくらいか。ま

た、それで十分なものになるのか。

（事務局）路盤工の深さは冬季の凍み上がりに耐えられるものとして 29cm と設計し、これまでの

舗装工事も施工してきた。施工済み区間において特段の問題点は発生していない。

○ 議題⑥について

（委 員）現状を見ると、原因のひとつとして法面の植栽木の根が挙げられる。根が張っている部

分は浸食が軽減されるので、オーバーハングしてしまうものと考える。赤穂城二の丸堀

が同じ状況である。

（委員長）木柵や蛇カゴなどの対応も考えられるが、公園緑地課ではどのような方法があると考え

ているか。

（事務局）法面の草刈り等を実施する際に、水面下に蛇カゴのようなものが設置してあると作業が

しやすい。景観の点から課題があるかと思うが、どんな対応が可能か今後検討していき

たい。

○ 議題⑦について

（委員長）西櫓の公開と南北櫓・櫓門の動線変更については、これからもその方法について十分検

討して欲しい。また、防犯設備の対応を検討すべきではないか。

（委 員）土足のまま櫓に入館するような場合、雨の日だけでも、ビニールの靴カバーを使っても

らうことも必要かと考える。

（事務局）博物館、公園緑地課とも協議しながら、対応したい。

○ ⑧その他

（委 員）古写真の新資料について報告があったが、今後も発見される可能性があると考える。前

回は歴史系博物館を中心に協力を依頼したようだが、写真系学科を設置している大学等

にも協力を依頼してみたらどうか。

（委 員）今後、大河ドラマ関連で上田城跡がＰＲされる機会をみて、古写真についても収集をし



ていることをマスコミに全国発信してもらうことも大切である。

（事務局）古写真の収集方法については、いただいた御意見を参考に対応したい。

４ 閉会（教育長）


